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佐賀県立佐賀工業高等学校 総務部発行 第３２４号（２０１９年８月） 

１学期が終わりました。いよいよ夏休み。この夏は、７月２７日から８月１日まで

の日程で全国総合文化祭（２０１９さが総文）が佐賀県で開催されます。全国からた

くさんの高校生がやってきます。本校は、図書部と新聞部の部員が大会運営の重要

な部分を担います。また、体育部員も大会運営協力員として参加します。 

すてきな出会い、交流があるといいですね。 

 第１８回ものづくりコンテスト九州大会が７月６日（土）・７日（日）沖縄県で開催され、本校からは電気

工事部門に鷹巢祐誠君（電気科３年・諸富中）、電子回路組立部門に髙森優君（機械科３年・川副中）が出場

しました。鷹巢君は各県のコンテストの勝者との闘いで見事、最優秀賞。１１月に兵庫県で開催される全国大

会に出場します。さらに、この優勝は来年度の若年者ものづくり競技大会の出場権を本校にもたらしました。

髙森君は入賞こそ逃しましたが、最後まで全力を出して頑張り抜きました。 

またこの夏は、昨年の九州大会・電気工事部門で優勝した高祖拓実君が、自らが出場権を獲得した若年者も

のづくり競技大会（福岡）に出場します。 
 

 沖縄はとても暑く、じめじめしていました。九州大会では佐賀県大会と違って緊

張していましたが、競技が始まると、不思議と緊張が消え、作業に集中することが

できました。本番では、普段の練習でなかなか思うようにいかなかったケーブルつ

けがうまくいき、浮かさずにつけることができました。自分としては、失敗もなく、

全力でやれたと思います。これからは就職試験に向けて頑張

り、また秋の全国大会でもいい結果が残せるように、日々練

習していきたいと思います。 

 

 残念ながら結果を残すことはできませんでした。最初の入力基板製作で配線を間

違えてしまい、それを直すのに時間がかかり、基板自体もできが悪くなってしまい

ました。それでプログラムを作る時間がとても少なくなり、ほとんど作れませんで

した。でも時間の最後まで頑張りました。２月に熊本で開催されるマイコンカーの

大会に出場しようと思っているので、今度は機械科で身につけた力とものづくりコ

ンテストでつけた力の両方を発揮したいです。今までご指導くださった先生方、あ

りがとうございました。 
 

２年生は７月９日（火）から１１日（木）の３日間（一部企業は別日）、県内１００

余りの事業所で就業体験を行いました。事前に打ち合わせの日時を尋ねるために電話

を掛け、実際に赴いて打ち合わせをし、そしてインターンシップ本番。緊張が続きま

ものづくりコンテスト九州大会 最優秀賞 電気科３年鷹巢君！ 

インターンシップ（２年） 
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した。最初の事業所への電話からして携帯時代に生まれた諸君にはドキドキの体験です。誰が

受話器を取ってくれるのかわからないし、先方の係の方が都合良く電話の近くにいらっしゃる

とはかぎりません。台本を読むように話し、時には先生に助けてもらいながら、アポイントを

とりました。７月８日（月）に出発式を行い、翌９日各々事業所へ出勤。さて、このインター

ンシップにはどんな実りがあったでしょう。２学期には報告会が行われます。 

今年度は７名の２

年生が会長に立候補

しました。２カ所の

昇降口に掲示された

各候補者の大きな顔

写真入りのポスター

には、氏名のほか公

約が大書され、有権者

である生徒諸君にア

ピールしました。 

そして、７月８日

（月）に立会演説会が催され、投票。その日の

うちに選挙管理委員により開票作業が行われま

した。 

演説会は推薦者による応援演説と候補者本人の演説からなり、入念に準備

されたスピーチに、生徒諸君は熱心に耳を傾けていました。 

投票の結果、電気科２年２組田町太暉君（城北中）が最多票を獲得し、次期

生徒会長に当選しました。田町君が掲げた公約は「佐工祭の盛大化、食堂の

設置、スクールバッグの規制緩和」です。体育祭の後、３年生から仕事を引継

ます。会長を初めとする生徒会役員諸君・生徒諸君が協力して、この佐賀工

業高校のよき伝統を受け継ぎつつ、君たちならではの色を出してください。 

７月４日（木）、「佐賀を誇りに思う講演会」が本校体育館で開催されました。講師は佐賀県人権擁護委員連

合会の会長を務めておいでの酒見紀代子さん。昭和３９年に本校の電気科を卒業なさった酒見さんは本校同

窓会副会長でもいらっしゃいます。「誰もが幸せに生きるために」と題して、人権問題に取り組むにいたった

これまでの道のり、平和な世界を築くために大切なことについてお話しくださいました。 

酒見さんの在学当時は、女子生徒はほんの数名で、制服も無く、女性の先生もいませんでした。卒業時には

優等賞を受賞され、福岡の会社に就職し、社会に出てからは男性の中で働きながら、社会教育活動に従事され

ました。その過程で心理学を学び、カウンセラーの資格を取得し、女性の社会進出の手助けを手がけるように

なります。ライフワークともいえる人権問題の基本を「平和とは人権が尊重され、互いを尊重して生活するこ

とです。」と述べられました。また、「人間は完璧ではありませんし、決して一人では生きてい

けません。周りの人を助け、また助けられる、そういう人間関係を大切にしてください。人間

関係をスムーズにするためには、人への配慮、ちょっとした心遣いが必要です。」と、先輩と

して心のこもったメッセージを贈ってくださいました。 

生徒会長に 電気科２年２組 田町太暉君 

候補者と応援者による 
朝の選挙運動 

 

立合演説会 

誰に投票しようかな･･･ 

大先輩 酒見紀代子氏 講演会 
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６月１８日（火）の午後、企業訪問報告会が開催されました。３年生と

１１７名の保護者が、５月に進路指導部の職員が訪問した企業と、本校

へ訪問くださった企業の今年度の採用状況についての説明を熱心に聞い

ていました。最後に就職、進学それぞれのコースに分かれ、これからの詳

しい日程、手順についての説明も行いました。参加された保護者の方に

話を聞いての感想や家庭の状況をお聞きしました。 

「これからの日程がわかってよかったです。」「まず今日は息子と相談して、求人票のコピーをもらってくるよ

うに言います。」「今日は企業の内容がいろいろわかりました。」「自分の考えで選んで欲しいので、いろいろ言

いたいという気持ちをこらえて、口を出さないようにしています。」「子どもとあまり話せてないので、これか

ら話し合いたい。」「求人票を積極的に取ってきて、父親と相談しています。よく頑張っています。」「いろいろ

心配ですが、実際に試験を受けに行くのは子どもなので…。頑張ってほしいです。」 

☘ ⛵ ✤ ⛴ ☘ ⛵ ✤ ⛴ ☘      ⛵ ✤ ⛴ ☘ ⛵ ✤ ⛴ ☘ ⛵ ✤        ⛴ ☘ ⛵ ✤⛴ ☘ ⛵ ✤ ⛴ ☘ 

７月１日から求人票の受け付けが始まりました。連日の絶え間ない来客、また郵便でも膨大な量の求人票が

届き、各クラスの進路委員さんがクラス用の求人票を整理してくれています。 

８月２日と９日には推薦会議があり、いよいよ受験先が決定します。３年生の夏休みは休みではありません。

この期間に職場見学がある会社も多数あります。求人票をよく見て、早め早めに行動しましょう。履歴書を書

き、面接や筆記・作文試験の用意をする。万全の準備をして、９月１６日の就職試験解禁日を迎えましょう！ 

就職試験の受験先決定も間近（３年） 

表 彰              キ：機械科、テ：電気科、シ：電子情報科、ケ：建築科 

◆　美術部
第７２回佐賀県高等学校スケッチ大会　

奨励賞 内川　雄真 (キ２－１・千代田中）

◆　第１７回高校生ものづくりコンテスト佐賀県大会（教育長表彰）
電気工事部門 最優秀賞 (テ３－１・諸富中）
電子回路組立部門 最優秀賞 髙森　優 （キ３－１・川副中）

令和元年度全九州高等学校体育大会
◆　陸上競技

（秩父宮賜杯第72回全国高等学校陸上競技対校選手権大会北九州地区予選大会）
男子４００H 第３位　 百田　仁成 (シ３－１・有田中）
男子２００ｍ 第５位　 野中　聖弥 （シ３－１・川副中）
ハンマー投げ 第２位 白水　歩 （シ３－２・金泉中）

◆　柔道競技
女子個人 ７８ｋｇ級　 第３位 古賀　真里菜 （ケ３・城北中）

５７ｋｇ級 第３位 庄野　文香 (シ２－２・昭栄中）
５２ｋｇ級 第２位 大石　凜 （ケ２・大和中）

男子個人 ６０Kｇ級 第１位 近藤　隼斗 （キ３－２・有田中）
６０ｋｇ級 第３位 宮﨑　琳太郎 （キ３－１・昭栄中）

◆ライフル射撃競技
第1位 芳司　健太 (キ３－２・城南中）

◆　ラグビー競技 第２位

エアライフル少年男子立射６０発
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８ 月 行 事 予 定 

佐賀県立佐賀工業高等学校 

所在地 〒840-0841 佐賀市緑小路１－１ 

  TEL 0952-24-4356 

 FAX 0952-25-7043 

（ホームページ）  

http://cms.saga-ed.jp/hp/sagakougyoukoukou/ 

編集後記 いよいよ夏休み。計画は立てまし

たか？私の計画は大雑把。すべきこと、した

いことを列挙し、日付だけの暦
こよみ

を手書きで用

意。終わるごとにリストの項目を線で消し、

暦にはその日したことを書く。毎日欠かさず

にすべき務めもあります。果たしたらその日

に〇印。 

新聞の川柳にこんなのがありました。 

「また今日も弱い自分が勝つ不思議」 

…日々、自分との闘いです。K 

日 曜 行事予定

1 木 3年登校日　全国総合文化祭(２０１９さが総文)

2 金 第１回推薦会議

3 土 小型車両系建設機器運転特別教育

4 日

5 月 3年登校日　ボイラー実技講習会

6 火 全校登校日　主権者教育講演会

7 水 体験入学

8 木 体験入学

9 金 3年登校日　　第2回推薦会議

10 土 山の日

11 日

12 月 振替休日

13 火 学校閉庁日

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日 採用試験会場のため校内立ち入り禁止

19 月

20 火 3年登校日

21 水 3年登校日　全国高等学校PTA連合会大会（京都）

22 木 3年登校日

23 金

24 土 SAGAものスゴフェスタ２０１９　マイコンカーラリー競技佐賀県大会

25 日

26 月 3年登校日

27 火

28 水 スクールカウンセラー来校日

29 木

30 金

31 土


